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を
た
ど
る
こ
と
で
上
方
喜
劇
に
お
け
る
女
優
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
私
に
は
願
っ
て
も
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
早
く
公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
）
松
島
詩
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
見
渡
す
戦
前
昭
和
の
歌
謡
界
細
　
川
　
周
　
平
昭
和
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
人
気
の
女
性
歌
手
に
松
島
詩うた
子
（
一
九
〇
五
年
山
口
県
柳
井
生
ま
れ
〜
一
九
九
一
年
東
京
没
）
が
い
る
。
戦
前
の
「
夕
べ
仄
か
に
」「
マ
ロ
ニ
エ
の
木
蔭
」、
戦
後
の
「
喫
茶
店
の
片
隅
で
」「
ス
ペ
イ
ン
の
恋
唄
」
な
ど
が
懐
メ
ロ
好
き
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
上
品
な
た
た
ず
ま
い
と
歌
い
方
は
忠
実
な
フ
ァ
ン
を
集
め
、
数
年
前
、
彼
女
の
タ
ン
ゴ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
歌
謡
曲
が
一
枚
の
Ｃ
Ｄ
『
ラ
・
タ
ン
ギ
ス
タ
』（
キ
ン
グ
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
縁
あ
っ
て
そ
の
彼
女
の
写
真
約
八
百
枚
、
紙
資
料
約
八
〇
点
が
日
文
研
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
。
写
真
の
中
に
は
彼
女
の
夫
君
で
歌
手
の
内
海
一
郎
（「
道
頓
堀
行
進
曲
」
の
創
唱
者
）、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
笠
置
シ
ヅ
子
（
三
笠
静
子
名
義
）
や
キ
ン
グ
歌
手
丸
山
和
歌
子
の
サ
イ
ン
入
り
ブ
ロ
マ
イ
ド
、
東
宝
ス
タ
ジ
オ
前
で
チ
ョ
ン
マ
ゲ
姿
の
榎
本
健
一
（
エ
ノ
ケ
ン
）
を
囲
む
記
念
写
真
、
少
女
歌
手
ミ
ミ
ー
宮
島
と
の
記
念
写
真
、
な
ど
芸
能
史
上
貴
重
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
、
日
華
事
変
二
周
年
を
記
念
し
て
講
談
社
が
歌
詞
を
募
集
し
、
彼
女
が
千
早
淑
子
名
義
で
録
音
に
参
加
し
た
「
出
征
兵
士
を
送
る
31
歌
」
の
発
表
会
の
様
子
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
興
亜
大
建
設
」
と
大
き
く
垂
れ
幕
の
か
か
っ
た
舞
台
で
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
の
あ
で
や
か
な
姿
で
歌
っ
て
い
る
の
は
い
つ
ど
こ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
軍
人
や
要
人
と
写
っ
た
大
陸
慰
問
の
写
真
や
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
一
人
を
脇
に
置
い
た
野
外
の
慰
問
演
奏
会
の
遠
景
も
あ
る
。
戦
時
期
限
定
の
芸
能
活
動
、
芸
能
人
の
外
地
経
験
と
し
て
の
慰
問
に
興
味
を
持
つ
者
に
は
ま
た
と
な
い
刺
激
と
な
る
。
昭
和
初
頭
の
関
西
の
有
力
レ
ー
ベ
ル
、
ニ
ッ
ト
ー
、
タ
イ
ヘ
イ
、
ク
リ
ス
タ
ル
の
舞
台
記
録
も
数
枚
あ
る
。
な
か
で
も
目
を
惹
く
の
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク
ス
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
ス
を
含
む
女
性
だ
け
の
一
二
名
編
成
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
で
、
今
ま
で
活
字
資
料
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
で
類
似
の
女
性
ス
ウ
ィ
ン
32
グ
・
バ
ン
ド
が
人
気
を
得
て
い
た
の
を
真
似
た
の
だ
ろ
う
。
他
に
も
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
加
え
た
編
成
の
女
性
バ
ン
ド
の
伴
奏
で
、
松
島
ら
し
き
歌
手
が
歌
う
写
真
も
あ
る
。
背
景
の
ペ
ナ
ン
ト
か
ら
察
し
て
、
新
宿
に
あ
っ
た
帝
都
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
テ
イ
ト
・
ミ
ス
・
バ
ン
ド
ら
し
い
。
彼
女
ら
の
記
録
も
い
ま
だ
見
て
い
な
い
。
歌
手
は
現
場
に
応
じ
た
伴
奏
形
態
に
即
応
す
る
力
を
求
め
ら
れ
た
。
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟
関
連
の
雑
誌
に
は
、
各
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
合
奏
団
（
ほ
ぼ
す
べ
て
男
性
の
み
）
し
か
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
女
性
の
、
そ
れ
も
興
行
と
結
び
つ
い
た
楽
団
の
存
在
に
は
意
表
を
突
か
れ
た
。
ダ
ン
サ
ー
の
余
技
と
も
想
像
さ
れ
る
。
戦
前
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
写
真
は
他
に
も
だ
い
ぶ
あ
る
。
た
と
え
ば
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
と
英
字
で
飾
り
文
字
の
つ
け
ら
れ
た
バ
ン
ド
ス
タ
ン
ド
で
、
ギ
タ
ー
伴
奏
で
男
性
五
人
が
歌
っ
て
い
る
写
真
は
、
関
西
レ
ー
ベ
ル
の
垂
れ
幕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
レ
ー
ベ
ル
専
属
と
考
え
ら
れ
る
（
バ
ン
ド
マ
ン
の
余
興
か
も
し
れ
な
い
）。
レ
コ
ー
ド
会
社
が
積
極
的
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
、
ギ
タ
ー
一
本
の
伴
奏
の
歌
の
録
音
は
わ
ず
か
し
か
な
い
が
、
実
演
で
は
も
っ
と
普
及
し
て
い
た
と
も
想
像
さ
れ
る
（
非
常
な
数
の
和
洋
流
行
歌
ギ
タ
ー
譜
が
出
版
さ
れ
て
い
た
）。
大
太
鼓
や
木
魚
、
グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル
が
舞
台
に
乗
っ
て
い
る
の
も
お
や
と
思
わ
せ
る
。
着
物
の
踊
り
子
数
名
が
唐
傘
さ
し
て
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
で
踊
る
写
真
も
あ
る
。
天
井
か
ら
は
花
の
飾
り
つ
け
が
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
、
壁
面
に
は
松
島
が
所
属
し
た
レ
ー
ベ
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
入
り
の
提
灯
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
、
ジ
ャ
ズ
、
タ
ン
ゴ
の
実
演
の
場
と
し
て
最
も
重
要
だ
っ
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
、
レ
コ
ー
ド
会
社
は
見
逃
す
は
ず
は
な
く
、
想
像
以
上
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
写
真
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
貴
重
だ
。
た
と
え
ば
今
回
初
め
て
新
宿
の
帝
都
舞
踏
場
（
一
九
三
一
年
開
場
）
の
『
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
』
と
い
う
一
〇
頁
ほ
ど
の
配
布
物
を
目
に
し
た
。
有
力
映
画
館
が
配
っ
て
い
た
宣
伝
誌
と
似
て
い
る
。
松
島
の
写
真
を
表
紙
に
し
た
号
（
一
九
三
五
年
二
月
）
を
開
く
と
、
彼
女
33
を
ゲ
ス
ト
と
す
る
唄
と
踊
り
の
オ
ト
シ
ダ
マ
・
シ
ョ
オ
な
る
も
の
が
四
日
間
開
か
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
の
唐
傘
の
シ
ョ
ー
は
こ
う
し
た
特
別
企
画
の
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
。
別
の
号
（
一
九
三
四
年
）
で
は
松
島
が
浅
草
の
魅
力
を
語
る
エ
ッ
セ
イ
の
他
、
人
気
歌
手
天
野
喜
久
代
と
小
林
千
代
子
、
朝
鮮
出
身
の
映
画
監
督
日
夏
英
太
郎
（
許フユ
ン泳
）
の
文
章
、
ダ
ン
サ
ー
の
理
想
の
男
性
像
ア
ン
ケ
ー
ト
、
近
く
の
第
一
劇
場
の
少
女
歌
劇
ら
し
い
グ
ラ
ン
ド
レ
ヴ
ュ
ー
の
広
告
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
御
用
達
の
靴
屋
や
洋
装
店
の
広
告
な
ど
が
編
集
さ
れ
、
興
味
が
尽
き
な
い
。
別
の
チ
ラ
シ
に
よ
れ
ば
、
帝
都
ホ
ー
ル
に
は
古
賀
政
男
と
彼
の
テ
イ
チ
ク
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
グ
ル
ー
プ
（
た
ぶ
ん
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
変
名
）
が
出
演
し
、
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
、
楠
木
繁
夫
、
チ
ェ
リ
ー
宮
野
（
二
世
歌
手
・
ダ
ン
サ
ー
）、
そ
れ
に
松
島
が
登
場
す
る
シ
ョ
ー
も
催
さ
れ
た
。
テ
イ
チ
ク
時
代
の
古
賀
（
一
九
三
四
〜
三
八
年
）
の
先
進
性
に
、
彼
女
は
う
ま
く
波
長
が
合
っ
た
。
調
査
が
進
め
ば
、
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
劇
場
で
知
ら
れ
る
戦
前
新
宿
の
モ
ダ
ン
文
化
の
な
か
で
、
こ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
山
陽
か
ら
上
京
直
後
の
松
島
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
ー
ベ
ル
の
納
涼
大
会
（
一
九
三
二
年
、
於
日
比
谷
新
音
楽
堂
）
で
天
野
喜
久
代
、
バ
ー
ト
ン
・
ク
レ
ー
ン
（
米
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
歌
手
）、
二
村
定
一
と
エ
ノ
ケ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
渡
り
の
巴
里
ム
ウ
ラ
ン
・
ル
ウ
ジ
ュ
・
フ
ロ
リ
ダ
・
バ
ン
ド
、
柳
家
金
語
楼
ら
大
物
に
混
じ
っ
て
舞
台
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
前
後
に
は
二
村
ら
と
同
レ
ー
ベ
ル
の
地
方
巡
業
に
も
加
わ
り
、
美
し
い
新
人
歌
手
と
し
て
し
っ
か
り
売
り
出
さ
れ
て
い
た
。
同
レ
ー
ベ
ル
の
山
田
耕
作
に
推
薦
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
ス
チ
ル
マ
ン
化
粧
品
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
シ
ョ
ー
で
は
淡
谷
の
り
子
、
牧
野
周
一
（
漫
談
）、
ジ
ョ
ー
ジ
堀
（
タ
ッ
プ
）
ら
と
並
ん
で
い
る
（
ウ
テ
ナ
化
粧
品
の
シ
ョ
ー
へ
の
出
演
記
録
も
あ
る
）。
ス
チ
ル
マ
ン
の
宣
伝
文
句
「
さ
よ
な
ら
そ
ば
か
す
」
と
彼
女
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
が
並
ん
だ
チ
ラ
シ
を
見
る
と
、
そ
ば
か
す
さ
ま
さ
ま
、
と
い
う
邪
心
（
？
）
が
湧
い
て
く
る
。
レ
コ
ー
ド
会
社
と
企
業
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
こ
の
時
期
34
の
芸
能
界
の
新
し
い
側
面
で
、
も
ち
ろ
ん
現
在
に
つ
な
が
る
。
彼
女
は
大
学
の
音
楽
部
と
も
関
係
が
深
く
、
六
大
学
芸
術
祭
で
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
・
ク
ラ
ブ
と
競
演
し
、
同
ク
ラ
ブ
の
九
州
公
演
に
つ
き
あ
っ
た
。
古
賀
つ
な
が
り
で
あ
ろ
う
。
早
稲
田
大
学
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
定
演
（
一
九
三
六
年
）
で
、『
蝶
々
夫
人
』
か
ら
「
あ
る
晴
れ
た
日
」
と
古
賀
作
曲
の
「
涙
の
春
」
を
歌
っ
た
記
録
も
あ
る
（
そ
の
練
習
風
景
と
思
し
き
写
真
も
あ
る
）。
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
ギ
タ
ー
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ
レ
も
い
て
、
当
時
い
う
ジ
ャ
ズ
に
近
い
サ
ウ
ン
ド
を
作
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
同
じ
会
に
は
松
竹
少
女
歌
劇
か
ら
の
ゲ
ス
ト
歌
手
も
い
て
、
純
粋
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会
の
枠
を
越
え
て
い
る
。
六
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
音
楽
方
面
で
も
プ
ロ
に
つ
な
が
り
羽
振
り
を
利
か
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
女
に
と
っ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
歌
謡
曲
が
並
ぶ
こ
と
に
違
和
感
は
な
か
っ
た
。
上
の
納
涼
大
会
の
数
ヵ
月
後
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
よ
り
帰
国
し
た
ば
か
り
の
高
木
東
六
の
ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
と
と
も
に
米
子
、
倉
吉
を
巡
業
し
た
折
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
山
田
耕
作
ら
の
歌
曲
を
歌
っ
て
い
る
。
山
口
県
の
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
広
島
の
女
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
た
後
に
上
京
し
（
そ
の
女
学
校
の
音
楽
会
で
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
と
近
衛
秀
麿
を
歌
っ
て
い
る
）、
声
楽
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
松
島
に
と
っ
て
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
歌
曲
は
馴
染
み
の
は
ず
だ
が
、
録
音
は
残
し
て
い
な
い
。
当
時
、
音
楽
学
校
で
専
門
教
育
を
受
け
た
後
に
和
洋
の
大
衆
歌
謡
を
歌
う
歌
手
と
し
て
、
レ
コ
ー
ド
会
社
と
契
約
す
る
例
は
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
舞
台
出
演
の
資
料
を
残
し
、
曲
目
の
幅
を
伝
え
て
く
れ
た
歌
手
は
他
に
い
な
い
。
松
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ど
の
ア
イ
テ
ム
に
も
ぞ
く
ぞ
く
す
る
。
彼
女
に
つ
い
て
ば
か
り
か
、
戦
前
興
行
界
の
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
部
分
の
貴
重
な
証
言
に
満
ち
て
い
る
。
あ
ま
り
に
断
片
的
で
、
こ
れ
だ
け
か
ら
彼
女
の
伝
記
を
組
み
立
て
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
音
楽
生
活
の
広
が
り
を
知
る
こ
と
は
歴
史
的
な
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
。
日
文
研
は
現
在
、
大
衆
文
化
研
究
を
中
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
て
い
る
。
広
く
は
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
